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由 G 電 所 せ 尽 公証" 

NunND 人 7 現 問 疫 由 G 直 所 せ 忌 じ ち 公 " 
殖 一 ′ 中 革 選 思 旧 棚 田 ボ 上 圭 ビ で へ ふ Y ロ 
ー つ 8 明 人 の 公 っ つっ る も や p や つく 8 うっ しゃ 人 S” 部 
GR せ 交 べ 拓 選 レ さ っ で し ちゃ お うり" 8 で 
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MPQ 「 昌 国会 宙 IO」K 取 他人 公 <Q" 
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Qn レ っ 0 レ レ 如果 唐 和 0 を で で" 
内 医 邊 は 6 人 も 0 選 つつ 尋 0 お 本 固 け " 
っ 避 き で 凍 中 つ を 人 る で 刀 つ 尋 せ 五 “ 
親 細 じ 員 怪 十 中 ン レ ( 臣 刊 品 構 だ じじ 曽 
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有 
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n Q を 心 で じゃ 民放 田 ボ 直 の ざ つ レ せ ば 只 
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4 引 和 ね る ロ せ 下 押 剛 貼り 公 現 昧 璧 公 帳 
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SC レ SQG 同 り 憶 遇 を 0 8 で く ウ ちや" 
せる Q 細 ご 叫 で きる で 尽く も や" 

P の 8 で 福 S 男 0 レ ゼ レ つき ど 
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時 係 せ 邊 0 う 交 人 心 せ キ 避 や 系 一 公 っ IO 
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つ 刀 っ し ゃ で “ 
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「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」IN 86 
本 名 ・ 生 前 と も に 一 切 の 経歴 は 不明 。 「 地 獄 童子 」 は 仕事 
上 の 役職 名 と 思わ れる 。 普通 の 亡者 と 違っ て あま り に も 
生き 生き し て いた た め , 間 魔 大 王 より 役目 を 与え られ た 。 
内 容 は 亡者 の 守護 。 まじ め な 仕事 ぶり だ っ た が , 立場 の 
特殊 さゆ え 理解 者 も 少な く 始 まれ て も いた らし い 。 また ., 恋 

人 ・ 幽 子 を 非常 に 大 事 に し て いた 。 

事件 の 犯人 追跡 の 際 , 鬼太郎 と 接触 。 ケン カ の 末 に 認め 
合い 協同 捕物 と な っ た 。 以来 仲良 くし て いた よう だ 。 大 け 

が を し た 鬼太郎 に 自分 の 血 を 輸血 し て 命 を 救っ た り , と っ 
さ に 毛 針 を 使っ た り , 自分 が 霊 類 で ある こと に うす うす 気 
づい て も いた 。 


し た が それ を 復活 か は わか 
ey ぬり) 叉 、 必 
人 8 いい の 2 K ブ / 3 


TV アニ メル ゲゲゲ の 鬼太郎 」IN '87 


三 作 目 TV ア ニオ ゲゲゲ の 鬼太郎 ・ 地 獄 編 」 に 登場 。 

県 作 の 設定 を すっ ぱり 振り 払い ,「 現 世に いた と きゃ 嫌 わ 

者 , 地獄 に 辱 ち て は あぶ れ 者 。 あま り の ワル に 手 を 焼 

いた 間 魔 大 王 が 地獄 の 用 心 棒 に と 召し 抱え た 地獄 章子 

た あぁ , 俺 の こと だ !」 と 鬼太郎 達 一 行 の 前 で 踊っ て 自己 紹介 

し た こと は あま り に も 有名 で ある 。 地獄 編 が 放映 され た 地 

域 は 限ら れ て いた に も 関わ ら ず , 「 東 映 版 童子 は 踊る 」 と 

言う 事実 だ け は ファ ン の 間 に 広 まっ て いた よう だ 。 
獄 編 その も の が 鬼太郎 の 母親 捜し 旅 で あり , 様々 な 

英 や 障害 が 立ち は だ か る の だ が , 地獄 童子 も また 鬼太郎 

の 行く 手 を 阻ん だ 。 鬼太郎 を 狙う 妖怪 に 幽 子 を 人 質 に と ら 

て の こと で あっ た が , も と より 幽 子 を 返す 気 が な いと 知る 
や , 猛 反 撃 に 出る 。 多勢 に 無 勢 で 負傷 し た が , 事情 を 知っ 

へ 、 計 鬼 太郎 の 助け の お か げ で 幽 子 を 取り 戻す こと が で きた 。 
ヽ 提 太郎 に 非礼 を 詫び , それ か ら 何 か と 鬼太郎 に 手 を 貸す 
すこ と と な る 。 ちな み に 声 の 出演 は 堀川 亮 。 
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ダイ ナ ヒ シ ョ ン 「 女 褐 JIN 89 
基本 的 な 設定 は コミ ッ ク と 同じ 。 水 転がし に 溶かさ れ て 一 【 
べべ い 度 死ん で いる が , 母親 らし き 人 の 助け で 現世 へ 帰還 し た 。 
大量 の 亡者 の 魂 が 無理 や り 現 世 へ 召喚 され る 事件 が 起 
ーー り 犯人 探し の 助力 を 仰い で 鬼太郎 と 合流 。 魂 を 生 乾 に 
加 っ た 大 妖怪 「 女 袖 」 を 封じ る 三種 の 神器 の 一 つが , 現世 
へ 還る 彼 に 託さ れ た 勾玉 で あっ た 。 鬼太郎 の 草 末 剣 , 猫 
娘 の 八 居 鏡 . 彼 の 八 尺 環 勾 玉 を も っ て 女 褐 を 封印 する 。 
勾玉 は 形 こ そ な く な っ た が , 何時 で も 彼 の 傍ら で , 力 を 与 
史 え て いる よう だ 。「 月 読 幻 想 下巻 : 黒い 聖母 」( 月 読 温泉 
旅行 倶楽部 発行 '92) の 時 も , 彼 の 呼び か け に 呼応 し た 勾 
玉 の 光 が 悪 魔 (悪魔 君 じ も ゃ な く て ね ) の 結界 を 裂き , 著 地 に 関 
血 路 を 開い た 。 
彼 は その 後 も 変わ ら ず 地獄 童子 と し て 働い て いる 。 一 度 
は 亡き 者 と まで され た の に , 見 上 げた 根性 で ある 。 


に キネ ぁ う 2 
ヤ ま い 志 針 」&< り & 作 放 担う 


月 刊 「 マ ン ガ BOYS」 連 載 の 「 地 獄 章 子 」 に 主人 公 と し て 登 
場 。 4 作 の うち 最も 身の上 が は っ きり と 描か れ た 。 身元 は 影 
不明 だ が 亡者 で は な く , 霊 類 で は と 噂 され て いる 。 赤子 の W。 
うち に 地獄 の 大 霊 王 に 預け られ , 長 じ て 地獄 で 働く こと と 詳 謙 
な っ た 。 "霊界 G メ ン " の 肩書 き を 持ち , 現世 の 監視 役 を 仕置 
事 の 内 容 と し て いる 。 
腕 っ ぷ ぶし が 強く 仕事 も で きる 兄貴 肌 だ が , 有 能 ぶり を ハナ 
に か ける 所 や 派手 な 振舞 い が , 反発 を 買っ て も いた 。 し か 用 
し 「 誰 の た めで も な い , 自分 の た め に 自由 に 生き る 」 と 断 』 次 
首 言 する 非常 に お 元気 な 性 格付 け の た め , 反発 を 買お う が 島 多 
説教 を くら お う が 平 気 だ っ た らし い ( と し か 思え な いり 〉)。 
地獄 行き の 亡者 を 1 人 見 逃し て し まっ た こと を 罪 に 問わ 


を 作っ た り ,「 童 子 族 」』 と 名 乗る 少年 た ち に 「 お 前 も 同族 」 と 肖 
告げ られ た り , 大 変 な 目 が 続く が , 様々 な 事件 の 果て に 
罪 を 許さ れ , 新 得 た 。 
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/ の レヒ / の レビ と 


ん た 人 性 計 人生 像 稀 か < く ? 放 っ の 購 の 
= 協 商 攻 か 私 な 一 誰 太 きぐ すく マ 
お 菩 る . こ 名 が . 地 秩 を すそ 。 条 カ か どら て 8 


AA おか らき くし 芝 


次 回 の 特集 は 「 地 鍼 章 子 」 な ん で すね か 
みな さん 結構 キア イ 入 っ て そう で 、 今 か 
ら 楽 し み で す 。 (ひそ か に 、 章 子 く ん の 話 
に な る と 読者 の 方 々 も テン ショ ン 違 いま 
す よ ね ) 中 家 千 恵 


童子 超 愛 し て ます 。 あ の 、 ス ラ っ と し た 
足 と か 、 気 の 強 そ うな 眉 と か 。 もう一度 
画面 で 動く 彼 が 見 た い ! と 思う の は 、 私 
だ け で は な い は ず で す !( き っ ぱり ) 

や れい く ぞ う 


BONBON 版 初 登 場 の 時 か ら FAN で 
す 。 幽 子 ち ゃ ん に 一 生 懸 命 な 彼 が 大 好き 
で す 。 う 一 歯 子 ちゃ ん に な り た い 「『! 章子 
だ っ た ら 、 絶 対 彼女 と か 大 事 に し て くれ 
そう だ も ん 。 五 陵 院 桜子 


一 人 で 頑張 っ て 生き て る と ころ が 好き で 
す 。 鬼太郎 と 対照 的 で 、 し た た か と いっ 
て し も いい 程 の 強 さ と 、 荒 いけ ど ま っ すず す 
ぐ な 気性 に 魅 か れ ま す 。 章子 に 釣合い の 
と れる くら い の 、 真 の 強い 優し い 女 性 に 
な り た いで す 。 三橋 散 


と ・ で る 」 


6 ト 


草子 の どこ が いい っ て 、 そ りゃ ぁ も う … 
語り きれ ませ ん が な 。 し ま 走 . 因 十 - 吾 wtSutz8 
その 一 な ん と いっ て も まず 、 顔 っ て い 
うか 外見 。 サ ラサ ラ の 黒 胡 … 意 志 の 強 そ 
うな 瞳 。 も うた まり ませ ん ! その 二 、 強 
さ 。 精 神 的 に も 、 戦 い に お いて も 強い 章 
子 。 鬼太郎 は 優し すぎ て 、( で も 、 そ こ 
が いい の て の の す よ ね 。 二 人 と も いい も 
ん 。 で も や っ ぱり 章子 の 方 が ) ち ょ っ と 
弱め の と ころ が ある けど 、( そ の 点 、4 
作 目 の 鬼 太 ち ゃ ん は 強 そ う ) 童 子 は 男 ら 
し く て か っ こい いも 一 ん 。 その 三 、 全 て 
鬼太郎 は 弟 と か 、 子 供 と か 、 と に か く 母 
性 愛 の 対象 で ある 気 が す る けど 、 曹 子 は 
恋愛 の 対象 みた いな 違い が ある な ぁ 。 と 
に か く 、 童 子 は ゲゲゲ の 鬼太郎 の 中 で 、 
か な り 異 色 な 存在 だ か ら 、 魅 せら れる ん 
だ と 思い ます 。 
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日 夜 練馬 の 平和 を 願っ て 38 年 。 ふ だ ん は 
某 ス タ ジ オ で ミキ サー と し て 働い て いる 。 
あの 、 戸 田 さ ん 、 野 沢 さん 、 松 岡 さん 六 
三代 鬼太郎 と も お 友達 で ある 。 


( 副 隊 長 〉 松宮 9 な お まま 2 ) 
ふだん は 某 N 中 に 通う 中 学 1 年 生 。 ブ ラス 
バン ド 部 に 所 属し 特技 は ホル ン 。 好き な 人 
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研究 。 特技 は マイ ケル ・ ジ ャ クシ ョ ン の 、 
"スリ ラー" 3 年 生 の 時 の 運動 会 で 踊っ て 
以来 や みつ き に な っ た 。 か な り ヤ バイ 。 
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